




































































































を英語のまま紹介すると、 Make sure the
student is sincere and tell him to attend
as many classes as possible. If he is good
enough, give him the credit. というもの
だった。それを受けて事例提供者が自分
の結論を出したが、その結論に対して
「いまあなたはどう感じるfeelか」とファ
シリテーターは他の参加者に問うた。い
よいよの最後に、ＤＴについてどう思う
か、役に立ったかとグロンケ氏は質問
し、それほどhelpfulではなかったという
厳しい意見と、よかったという意見とが
出された。
（なかおかなりふみ）
８名であった。ベアーテの指示で、これ
までのＳＤの経験と、今回のテーマであ
る教授経験の有無、今回の参加にあたっ
ての関心を各自述べ、自己紹介をした。
　１．例を出す　第１セッションで、参
加者は今回のテーマに関してそれぞれ自
分の経験にもとづく例を出した。例には
その内容をすぐ思い出せるようなタイト
ルを付け、そのタイトルが前の模造紙に
書き出された。参加者全員から、高校や
大学、塾での諸科目の教授経験や、授業
を受けた経験、外国語習得の経験などの
例が出された。
　２．例を選ぶ　休憩後、第２セッショ
ンで、例を一つ選んだ。ベアーテが示し
た、よい例の４つの基準（シンプル、参
